















キーワード:副詞度 ･副詞 ･動詞テ形 ･副詞的成分 ･副詞の種類
【要旨】











































































用の不完全な ｢形容詞｣と見る川端 (1983)や､｢情態詞｣として体言と見る渡辺 (1971)
などもある3)0 ｢ゆっくり｣と同様 ｢急いで｣の類も品詞論的にどのように扱うかには諸







































3.文や事態の間をつなぐもの (いわゆる接続詞に相当する副詞的成分 :以下 ｢接続｣と
略称)
4.後続の動詞を詳しく限定修飾するもの (いわゆる情態副詞に相当する副詞的成分)
4.1.時や頻度に関わるもの (以下 ｢時 ･頻度｣と略称)
4.2.意志態度や意図性に関わるもの (以下 ｢意志態度｣と略称)
4.3.主体の内的状態 (心理)を表わすもの (以下 ｢主体の心理｣と略称)
4.4.主体の外的状態 (様子)を表わすもの (以下 ｢主体の様子｣と略称)


































































































































副 チ形 形態 意味 統 語 合計 辞香
使他 叫 Z秤点 秤 あ意 副 Z秤負 秤 使 単 使 非 副 Z評点 秤 副 秤詞の 吹資 準 の副 周の数活 詞痩 定尺 る味も的 詞痩 定尺 用 独数 萱lj用 単数 独 詞痩 定尺 詞磨 守尺 副請
種類 料のみ 吹賛料 詞狗成分 捕形の 皮 の に隔使 た用 り数 が 皮 詞柄汰の 副詞用汰の 痩 皮 萱刃rlJじヽ定状況
1陳述○ かえって 34 0.84 1.94 7 185 1.00 0.90 5 185 0 1.00 0.69 5 2.84 17 40
○ はたして 110 0.59 0,96 5 158 1,00 0.90 5 158 0 1.00 0.69 5 2,59 15 40
せめて 46 0.52 0.70 5 50 1.00 0,90 5 50 0 1.00 0.69 5 2.52 15 37
まして 109 0.25-0.34 4 36 1.00 0.90 5 36 0 1.00 0.69 5 2.25 14 40○ きまって 343 0.08-0.98 3 30 1.00 0.90 5 30 0 1.00 0.69 5 2.08 13 32
2荏痩 ○ きわめて 38 0.89 2.ll 7 308 1.00 0.90 5 308 0 1.00 0.69 5 2.89 17 40
○いたって 1746 0.05-1.09 3 97 1.00 0.90 5 97 0 1.00 0.69 5 2.05 13 37
○ きわだつて 201 0.20-0.53 3 32 0.64 0.08 4 50 1 0,98 0.55 5 1.82 12 0
○ とびぬけて 17 0.48 0.56 5 ll 0.69 0.19 4 16 0 1,00 0.69 5 2.17 14 3
○ ずばぬけて 18 0.44 0.38 4 9 0,64 0.09 4 14 0 1.00 0.69 5 2.08 13 0
3揺続 ○ したがって 205 0.57 0.89 5 271 1.00 0.90 5 271 0 1.00 0.69 5 2.57 15 39
○ ついで 28 0.62 1.08 5 46 1.00 0ー90 5 46 3 0.94 0.26 4 2.56 14 36
○ つづいて 651 0.06-1.04 3 40 0.89 0.65 5 45 8 0.85-0.38 4 1.80 12 4
○ くわえて 2110 0.08-0.99 3 175 1.00 0.90 5 175 92 0.66-1.74 2 1.73 10 10(⊃ひるがえつて 109 0.23MO.42 3 32 1.00 0.90 5 32 1 0.97 0.47 5 2.20 13 32
4.1時顔皮 ○ はじめて 525 0.54 0.77 5 612 1.00 0.90 5 612 0 1.00 0.69 5 2.54 15 39
○ あらためて 43 0.83 1.89 7 215 1.00 0.90 5 215 6 0.97 0.50 5 2.81 17 32
○ あいついで 109 0.31_0.12 4 42 0.88 0.62 5 48 0 1.00 0.69 5 2.18 14 12
○ かねて 344 41 2 4 236 236 41 4 40
○ かさねて 1181 0.14_0.75 3 195 1.00 0.90 5 195 2 0.99 0.62 5 2.13 13 39
4.2蕊○ おもいきって 5 0.88 2.05 7 27 0.77 0.38 4 35 0 1.00 0.69 5 2,65 16 26○ しいて 36 0.44 0.38 4 28 1.00 0.90 5 28 0 1.00 0.69 5 2.44 14 39すすんで 397 06-14 3 100 90 5 27 06 3 4
悲痩○ つとめて 63 0.27_0.27 4 23 1.00 0.90 5 23 0 1.00 0.69 5 2.27 14 40○このんで 517 0.16_0.67 3 85 0.86 0.58 5 99 8 0.93 0.16 4 1,94 12 37
43○ あわてて 44 0.79 1ー71 6 0 0.00-1.37 2 162 5 0.97 0.48 5 1.76 13 0
主体の心哩 ○ よろこんで 155 0.16-0.67 3 8 0.27_0.77 3 30 5 0.86_0.32 4 1.29 10 6
○ おちついて 1839 0.08-0.97 3 0 0.00-1.37 2 165 25 0.87-0.24 4 0.95 9 0
(⊃ あらたまって 219 0.22_0.46 3 6 0.10 1ー.15 2 61 5 0.92 0.15 4 1.24 9 0
○ かしこまって 67 0,27-0.25 4 0 0.00-1,37 2 25 5 0.83-0.49 3 1.ll 9 0
44○ だまつて 216 0.61 1.04 5 21 0.06-1.23 2 339 ll 0.97 0.47 5 1.64 12 0
主体の樵チ ○ いそいで 167 0.39 0.19 4 3 0.03-1.31 2 106 4 0.96 0.43 5 1.38 ll 0
○ わらつて 682 0.05-1.10 3 0 0.00-1.37 2 36 32 0.53-2.63 1 0.58 6 0
○ ないて 2278 0.04-1.14 2 0 0.00-1.37 2 88 5 0.95 0.31 4 0.98 8 0
○ ほほえんで 728 0.03-1.16 2 0 0.00 1ー.37 2 25 18 0.58-2.26 1 0.61 5 0
4.5枚数j三日 ､の様チ ○ ならんで 222 0.19-0.56 3 0 0.00-i.37 2 52 33 0.61-2.05 1 0.80 6 0
○ そろって 40 0.39 0.22 4 3 0.12-1.ll 2 26 12 0.68-1.54 2 1.19 8 0
○ むかいあって 457 0.20-0.54 3 0 0,00-1.37 2 111 49 0.69_1.47 2 0.89 7 0
○ かたまって 318 0.10-0.90 3 4 0.ll-1.12 2 36 26 0.58-2.27 1 0.79 6 0








JiI*L/i事 孤捕 形悲 紙子Li 械√- 絞;-Ji悲
17 かえ-)て 75コ4〔)あらためて 75b40窒わめて 75○ヰO
16 おもいきって 74525
15 はたして 55十40はじめて 55539 したがって 5⊃539
せめて 55537
14 まして 4コ54〔)かねて 4〇54〔)とびぬけて 5453つとめて 4554()ついで 55436
あいついで 4〇512 い てヽ 45539
13 きまって 3⊃532かさねて 35539いたって 35537 すすんで 35524ひるがえつて 35532あわてて 6250
すぼぬけて 445O
12 きわたって 3450 このんで 35437つづ卜て 3544 たまって 5250
ll いそいで 4250
lり くわえて 35210よろ二んで :i346
9 かしこまって 4930
3240
8 ないて 2240そろって iワ20
7 むかいあって 3220
まとまって 2230


























しかし､｢意志態度｣は ｢状態修飾成分｣と括られていることが多い (益岡･田窪 (1992)












































































































































































































































ている｡情態副詞の内部分類における ｢意志態度｣については工藤 (1980)や石神 (1987)に詳しく
書かれている｡
また意味の面では,その名の如く質的ないし量的な状態を表わすものが多数を占めるが,そのほか,














21)鈴木 (1972)･奥田 (1989)･新川 (1996)等｡ただし､奥田 (1989)は､｢ならんで｣も副詞とし








石神照雄 (1987)｢情態副詞の修飾｣『ケーススタディ 日本文法』おうふう pp.84-89
奥田靖雄 (1989)｢なかどめ- 動詞の第二なかどめのばあい-｣『ことばの科学』2
むぎ書房 pp.ll-47
川端菩明 (1964)｢時の副詞 (上 ･下)｣『国語国文』33-11･12
川端尊明 (1983)｢副詞の条件｣『副用語の研究』渡辺実編明治書院明治書院






鈴木重幸 (1972)｢第15車 副詞｣『日本語文法 ･形態論』むぎ書房 pp.461-478
高橋太郎 (2003)｢第9章 動詞が動詞らしさをうしなうとき｣『動詞九章』ひつじ書房
pp.259-266(初出 高橋太郎 (1983)｢構造と機能と意味一動詞の中止形 (～シテ)
とその転成をめぐって｣『日本語学』2巻12号)
中右実 (1980)｢文副詞の比較｣国広哲弥編 (1980)『日英語比較講座 第 2巻 文法』大
修館書店 pp.157-219






















朝日新聞 ･毎日新聞 ･読売新聞 ･日経新聞 ･産経新聞の社説2005年 1月～2007年6月
末までの2年半分 4210編
毎日新聞余禄 1950年 ･1960年 ･1970年 ･1980年 ･1990年 ･2000年
｢文学作品｣




『例解新国語辞典』第7版 林四郎他編 三省堂 2006年
『大辞林』第3版 松村明編 三省堂 2006年
『新明解国語辞典』第6版 山田忠雄他編 三省堂 2005年
『講談社国語辞典』第3版 阪倉篤義､林大監修 講談社 2004午
『新選国語辞典』第8版 金田一京助他編 小学館 2002年
『学研現代新国語辞典』改訂第3版 金田一春彦編 学習研究社 2002年
動詞テ形に由来する副詞的成分の ｢副詞度｣算出の試み 59
『三省堂国語辞典』第5版 見坊豪紀他編 三省堂 2001年
『日本国語大辞典』第2版 日本国語大辞典第二版編集委員会､小学館国語辞典編集部編
小学館 2000年-2002年
『新潮現代国語辞典』第2版 山田俊雄他編 新潮社 2000年
『岩波国語辞典』第6版 西尾実､岩淵悦太郎､水谷静夫編 岩波書店 2000年
『旺文社国語辞典』第9版 松村明､山口明穂､和田利政編 旺文社 2000年
『集英社国語辞典』第2版 森岡健二他編 集英社 2000年
『広辞苑』第5版 新村出揃 岩波書店 1998年
『日本語大辞典:講談社カラー版』第2版 梅稗忠夫他監修 講談社 1995年
『新潮国語辞典 :現代語 ･古語』第2版 山田俊雄他編 新潮社 1995年
『大節典』覆刻版 平凡社 1994年
『学研国語大辞典』第2版 金田一春彦､池田弥三郎編 学習研究社 1988年
『大言海』新編版 大槻文彦著 冨山房 1982年
『角川国語大辞典』時枝誠記､吉田精一編 角川書店 1982年
『大日本国語酢典』修訂新装版第25版 松井簡治､上田万年共著 冨山房 1966年
(博士後期課程学生)
(2007年8月24日受付)
(2007年10月9日修正版受付)
(2007年10月31日再修正版受付)
(2007年11月16日掲載決定)
